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木
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助

併
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望
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岡
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の
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幣
政
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憎
燈
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政
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貞

悌
教
寺
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掘
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経
常
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潜
で

古
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支
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択
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僧
政
頴
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支
那

の
田
賦
整
理

,̂)
土
地
陳
報

八

木

芳

之

助

!

緒

言

支
部
は
盲
埜

旦
農
囲
豪
で
あ
-

A

商
工
柴

の蛮
唐
が
幼
稚
で
あ
つ
た
か
ら
.
国
家
の
財
政
収
入
を
ま
た
田
賊
を
以
て
其
の
大
宗
主

に
LL
1:
.n
.
.lP
..,
l
)
ニ
D

.
)
∃
七八
[
･

.二
)性1LJ-FP
tJ,.LL
巾司
3定
)
二
i駐
,
､E
妃
ノ
LJ
愚

ノ
Prb
つ
t.I_Iレわ
,⊃
l'A
､
｢巳
劉
｣ー
しヽ
LLL
u
可
J､

国

府

財

政
部

に

よ

っ

て
.

｢
劃
分
圃

家

地
方
収
入
智
行
棟
嘩
案
｣
が

公

布

r･Jれ
'
田
既
は
地
方
収
入
に

鮮
す

る
jJ
と
ゝ
な
っ
た
｡
翌

十
七
年
に
第

7
次
査
閲
財
政
合
議
が
召
集
さ
れ
'
原
案
の
審
査
が
行
は
れ
'
中
央
収
入
と
地
方
収
入
の
梗
準
が
確
定
さ
れ
た
O
玄
に

1..I-｣温

於
て
田
既
は
正
式
に
地
方
収
入
に
婦
し
'
蘭
葬
.
省
財
政
の
重
要
税
源
と
な
り
.
ま
た
田
賦
附
加
祝
は
願
財
政
の
主
要
税
源
と

な

っ

た
O
即
ち
民
国
二
十
四
年
度
の
各
省
市
地
方
歳
入
旗
算
に
よ
る
に
.
絶
収
入
中
田
鹿
の
占
め
る
割
合
は
'
山
東
で
は
六
四
%
'
河
甫

で
は
五
二
%

'
江
蘇
で
は
四
〇
%
'
折
江
で
は
四

一
%
に
達
し
て
ゐ
る
｡
腰
財
政
収
入
中
'
田
鹿
の
占
め
る
割
合
は
更
に
高
-
'
そ

れ
は
山
東
各
席
で
は
八
九
%
･
河
南
各
席
で
竺

ハ
七
%
･
江
蘇
各
願
で
は
七
七
%
･
安
徴
各
願
で
は
七
〇
%
に
達
し
て
ゐ
智

之
に

よ
っ
て
見
る
も
.
支
部
地
方
財
政
中
'
田
賦
が
如
何
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
が
明
白
と
な
る
o

支
部
の
税
制
は
田
敗
を
以
て
最
古
の
も
の
と
名
す
が
'
其
の
積
弊
も
ま
た
田
鹿
を
以
て
最
深
と
す
る
.
そ
の
積
弊
の
主
要
な
る
も

支
那
の
田
賦
審
理
と
土
地
陳
報

第

1
懸

七
六

1

第
四
班

1

方願延,整理地籍凝議 (中国搾滑研妃,上)三四六頁o
中国経済年鑑 (属国二十四年続編,上)FL三一一七頁以下蓉照｡
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支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
朝

第

1
巻

七
六
二

第
E
既

こ

の
は
'
地
籍
の
葉
風
で
あ
る
.
明
及

び
宿
代
以
来
の
黄
冊
に
は
花
戸
(柄
親
者
)
の
名
を
璃
げ
.
魚
鱗
冊
(土
地
某
帳
)
に
は
朝
敵
と
櫨

蘇

(税
額
)
と
を
記
載
し
て
わ
た
か
ら
'

地
畝
が
何
人
に
屠
す
る
か
'
ま
た
其
の
地
勘
の
負
楯
す
る
椙
節
の
穀
伺
で
あ
る
か
は
梅
め
て

明
瞭
で
あ
っ
た
.
然
る
に
其
の
後
､
兵
賓
に
上
っ
て
､
比
等
の
圃
肝
の
多
-
は
散
失
せ
る
を
以
て
'
軽
微
の
晋
吏
は
其
の
手
を
上
下

し
て
p
飛
晒

(税
金
を
佃
戸
に
晒
娼
す
る
).
障
憶
を
行
ひ
1.
田
と
櫨
と
が
耽
に
孝
-
は
相
称
合
せ
ざ
る
に
室
-
.
刑
あ
っ
て
惜
な
き
も

の
'
櫨
あ
っ
て
田
な
き
も
の
､
田
多
く
糧
歩
き
も
の
.
頭
は
楕
垂
-
Eh
4
き
ち
S
.を
軽
杜
増
し
も
PV
K
rrH
/一カ

rE
し
て
苛
Eij･r
V
.･

l

M･J1-
[

ノ
I-
1

-一,lヽ
ノ
一一つ
丁･-
′
･
■二-,.Iー
J
n
-･

鱗
冊
の
散
共
の
結
果
と
し
て
.
各
願
の
田
賦
徴
収
に
は
骨
吏
私
蔵
の
書
棚
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
JJ
と
･
.
な
.n
･.
胃

寮
は
こ
の
磯

骨
を
利
用
し
て
mE索

･
中
飽

･
浮
収

(心
附
や
駿
牙
の
徴
収
)
を
敢
て
す
る
に
至
っ
た
.

節
-
て
人
民
の
約
め
た
税
金
は
政
府
の
手
に

渡
ら
ず
'
政
府
の
収
入
紘
日
を
逐
ふ

て
減
退
す
る
こ

と

1
な

-
'
人
民
に
滞
納
者
な
き
に
拘
ら
ず
'
政
府
に
は
税
収
が
集
ら
な
い
こ

.7

と
1

な
った
､｡

支
部
各
省
願
の
財
政
収
入
は
田
既
を
以
て
其
の
大
宗
と
な
す
に
拘
ら
ず
'
か
く
田
斌
が
年
々

減
収
を
衆
す
を
以
て
'
之
に
伴

っ

て

各
地
方
財
政
も
日
を
逐
ふ
て
国
難
を
感
す
る
と
と
ゝ
な
っ
た
｡
そ
の
結
果
'
各
省
の
田
鹿
賛
徴

薪
と
襖
算
額
と
の
間
に
'
著
し
い
懸

隔
を
生
す
る
こ
と
1

な
り
'
ひ
い
て
1
切
の
新
興
建
設
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
｡
而
し
て
各
省
願
が
張
ひ
て
田

既
収
入
の
不
足
を
補
は
ん
と
す
れ
ば
､
附
加
税
や
難
絹
を
増
徴
す
る
の
外
な
-
'
之
に
よ
っ
て
人
民
の
租
税
負
指
を
不
公
干
な
ら
し

め
る
こ
と
を
免
れ
な
い
｡
故
に
田
鹿
の
積

弊

を
除
去
し
'
人
民
の
租
税
負
蜂
を
公
平
な
ら
し
め
'
且
つ
地
方
財
政
収
入
を
確
保
せ
ん

と
す
れ
ば
'
田
朕
の
整
理
を
菅
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡
而
し
て
田
既
の
積
弊
は
'
地
稗
の
葉
風
に
よ
る
虞
が
大
で
あ
る
か
ら
'
田
蹴

#
l理
の
前
故
と
し
て
'
先
づ
地
籍
の
整
理
を
な
す
こ
と
を
緊
要
と
す
る
.

第二次全開甘王政昏譲葉揃.第二線.蕃昏朝普及取j空風(展開二十三年五月)
PlnE:iっ
盤行十地確執及.什蛇田'!附加某 (農村復興窒息昏卓;弧 第-億 ,第十一汎
長盛二十三年四月)五九月｡
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農

＼

従
燕
麦
邦
で
行
ほ
れ
た
地
籍
整
理
に
は
給
本
(本
を
冷
め
る
)
と
治
療
完
を
治
め
る
)
の
繭
方
法
が
認
め
ら
れ
る
｡
前
者
の
治
木
方
津

と
は
正
式
の
測
丈
蒲

吾

を
指
す
も
の
で
'
之
に
は
査
丈
(簡
便
測
吾

と
清
文

(土
地
の
正
式
測
量
)
の
別
が
あ

･n
.
ま
た
測
丈
は
其
の

方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
人
工
測
量
と
坑
基
測
意
と
忙
分
か
れ
る
｡
こ
の
治
本
方
法
た
る
測
丈
は
'
地
籍
整
理
方
法
と
し
て
は
荘
碓
で

あ
る
が
'
之
が
賓
茂
に
は
多
大
の
経
費
と
長
年
月
と
を
要
す
る
を
以
て
､従
釆
支
那
各
地
に
於
て
は
簡
便
に
し
て
且
つ
経
費
を
多
-
要

せ
ぬ
治
療
方
港
が
採
用
さ
れ
た
｡
而
し
て
此
の
治
榛
方
法
と
は
稚
糧

(地
税
)
の
清
査
を
指
す
も
の
で
'
之
に
は
土
地
隣
報
と
折
帥
園

冊
の
踊
迫
と
が
あ
る
｡
,lJ
の
土
地
陳
報
方
法
に
も
'
之
を
章
雄
す
る
地
方
に
よ
っ
て
若
や
の
差
異
は
あ
る
が
'
先
サ

1
版
に
将
牧
村

が
朗
報
置

(坤
報
書
)
む

各
値
郷
鎮
公
朗
に
交
付
し
.

分
所
か
ら
之
を
土
地
権
利
者
に
配
布
し
て
'

之
に
仰
淀
の
苛
項
を
記
入
せ
し

め
'
之
に
倒
し
て
御
領
僻
事
麿
が
其
の
嘗
否
を
膚
査
L
r
襲
讃
あ
る
と
き
は
丙
課

題
を
lEl
ふ
じ
牌
挿
卿
蘭
か
掃
了
す
れ
ば
.
隈
鰍

夢

魔
に
於
て
昧
報
畢
逝
集
計

･
連
理
し
.
戸
に
按
じ
て
清
冊
を
編
造
し
て
願
政
府

に

造
る
｡
願
政
府
で
は
各
値
か
ら
遣
ら
れ
た
滞
Em
を

衰
集
L
t
之
に
基
い
て
金
原
の
維
冊
を
編
達
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
､
地
籍
の
整
理
を
完
了
す
る
｡
後
者
の
故
地
問
冊
の
編
撞
i〝
法
で

は
膏
泉
塩

(葡
納
税
)
の
都
圏
を
単
位
と
し
て
'
卯
書

(卯
簿
と
射
書
)
を
利
用
し
'

菅
冊
を
根
接
と
し
て
新
冊
を
査
編
し
､
納
税
者
に

封
す
る
製
串

(領
収
書
の
費
行
)
の
凍
旗
と
す
る
.
こ
の
新
館
た
る
近
地
圃
冊
は
近

(
1
筆
地
)
を
以
て
革
位
と
L
t
脈
別
忙
査
綱
す
る

も

の
で
あ
-
'

こ
の
圃
冊
に
基
い
て
土
地
権
利
者
に
土
地
管
菓
詮

(地
券
)
が
賛
給
さ
れ
る
｡

こ
の
方
法
に
就
い
て
は
既
に
論
越
し

も
･従

っ
て
.
こ
の
小
論
に
於
て
は
'
田
斌
故
に
地
籍
の
塑
型
に
閲
し
'
支
那
各
省
願
が
軍
施
せ
る
治
標
方
法
た
る
土
地
陳
報
方
法
に

効
い
て
検
討
し
.
そ
の
成
敗
の
跡
を
尋
ね
よ
う
と
息
ふ
｡

4) 拙軌 支那の田斌整理(経済論叢,j■符Ii.十三巻,第三披,昭和十六年九月)
参照.

支
那
の
日
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

1
巷

七
六
三

第
四
班

三



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

二

川日
工
ぎ
rnリ
ヒ

出
家
毅

第

7
番

七
六
四

第
四
既

四

地
籍
盤
理
方
法
と
し
て
土
地
陳
報
,<LJ軒
施
せ
る
は
へ
析
江
省
hLJ
以
て
暗
矢
と
す
る
｡
即
ち
同
省
で
は
民
図
十
八
年
四
月
十
八
日
に

土
地
陳
報
雛
,TB
i人
翻
及
び
土
地
臨
戦
流
行
細
則
を
公
布

･
劫
行
し
､.
同
年
五
月

11
日
よ
り
各
市
郎
政
府
を
し
て
村
数
委
月
食
を
督
率

4･ri
ノ
わ
.

.E
臣
こ
ヒ
山
東

唱
,tpJ瞥
'戟
㌻
る

こ
と
ゝ

L

Lて
O

析
工
省
が
ヒ
柁
頻
脈
患
軽
悔

㌻
る
こ
Liilつ
な
堅
白
文
､

1.LJつ
畑
′
＼
ご
あ

.
)
O

】ノ
｡

析
江
省
に
在
-
て
は
洪
楊
の
乳
筏
'
土
地
の
冊
舞
が
散
失
し
て
存
在
せ
ず
'
人
民
所
有
の
契
掘

(地
歩
)
を
多
-
は
堕
扱
L
t
粒
界

(
田
地
の
匡
割
)
が
混
乱
し
'
地
目
が
暖
帖
と
な
-
､

酉
に
政
府
は
其
地
の
何
人
に
展
す
る
か
を
知
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
､

柴
主
も
ま

た
多
-
は
其
の
土
地
の
生
活

(位
置
)
を
も
知
ら
ざ
る
に
至
っ
た
O
其
の
地
目
､
四
重

(四
方
の
境
界
)'
面
革

新
分
に
至
っ
て
は
､

更
に
浩
然
た
る
も
の
が
あ
る
o
之
に
よ
っ
て
土
地
侵
古
の
弊
が
叢
生
L
t
産
界
の
紛
糾
が
枝
出
し
た
O
そ
の
結
典
'
接
少
地
多
､
糧

多
稚
少
'
有
地
軸
嘩

有
権
無
地
の
怪
現
象
を
出
現
せ
し
め
た
.

政
府
に
は
既
に
調
査
す
べ
き
m
籍
な
く
､

既
枕
は
辞
書

(
経
謝
の

背
吏
)
の
手
を
経
ざ
る
を
得
ず
'
遺
漏

･
中
鞄
の
弊
が
之
に
伴
ふ
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
｡

.

斬
江
省
の
全
面
積
は

l
倖
七
千
罷
畝
に
達
す
る
に
拘
ら
ず
'
有
税
地
は
四
千
L二
百
寓
畝
に
過
ぎ
ず
'
無
税
地
は

-(
債
二
千
飴
高
潮

の
多
き
に
上
る
o
こ
の
無
税
地
の
四
分
の
1
が
未
墾
の
荒
地
で
あ
る
と
恨
定
し
て
も
'
全
面
額
の
年
分
に
首
る
九
千
粛
勘
が
賦
硯
の

な
い
土
地
で
あ
る
D
そ
の
賢
'
漸
江
省
の
人
煙
秘
密
な
る
鮎
よ
り
考
へ
.
未
墾
地
が
全
面
積
の
四
分
の

1
.
無
税
地
が
全
面
横
の
約

年
を
占
め
る
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
｡
か
-
納
税
地
が
少
い
か
ら
'
田
賦
収
入
も
多
か
ら
ず
'
建
設
経
費
に
も
飴
裕
な
く

従
っ

て
産



業
の
振
興
も
望
み
難
-
.

交
通
も
敬
達
す
る
を
得
な
い
.

現
在
の
有
税
地
四
千
二
着

南
畝
よ
-

七
百
革
ti
の

田
既
を
徴
収
し
得
る

も
'
中
飽
及
び
滞
納
に
よ
っ
て
､
賛
収
は
五
首
徐
草

花
に
過
ぎ
な
い
O
然
る
に
若
し
無
税
地
を
車
型
す
る
な
ら
ば
､
少
-
と
も

一
億

畝
の
有
税
地
が
得
ら
れ
t

l
千
五
百
甫
元
の
EfI鹿
が
増
収
さ
れ
る
O
優
等
地
の
税
務
引
上
を
も
加
へ
そ
､
田
既
徴
収
額
を
三
千
草
花

に
達
せ
し
め
る
こ
と
が
出
釆
る
o
か
く
て
牟
省
の
財
政
LU.飴
裕
が
生
じ
'
建
設
事
業
も
進
捗
す
る
こ
と
1
な
る
O
こ
れ
研
江
省
民
政

.I

廉
が
土
地
陳
報
を
賛
蒐
す
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
D

こ
の
土
地
隣
邦
に
封
し
て
.
所
,.tj省
雷
局
が
如
何
な
る
効
果
を
期
待
し
た
か
と
い
ふ
に
'
政
尉
方
面
に
於
て
は
'
之
に
よ
っ
て
明

確
詳
細
な
る
圃
粋
が
碍
ら
れ
る
か
ら
.
こ
の
国
許
さ
へ
諸
藩
す
れ
ば
牟
省
の
土
地
情
形
が

lL
buLLTl
然
4
]な
る
と
い
ふ
に
あ
る
0
両
L

m

土
地
所
有
権
踊
係
の
確
定

土
地
陳
報
は
蕉
樵
の
確
定
上
必
要
な
る
手
練
で
あ
る
｡

之
に
よ
っ
て
黄
泉
を
割
清
し
'
畝
分

を

算
出
し
､
人
民
の
土
地
を
明
確
に
調
査
し
て
'
土
地
清
冊
上
に

〓

記
載
す
る
.
後
日
清
文
調
査
を
経
て
'
其
の
塑

頂
椎
が
確
定

さ

れ
る
｡

仰

土
地
純
紛
の
除
去

土
地
の
雑
粉
は
'
多
-
は
控
界
の
不
明
'
業
主
の
不
明
確
か
ら
起
る
D
訴
訟
が
獲
生
す
る
も
'
容
易
に

其

抄
是
非
を
判
定
し
得
な
い
.
政
府
に
も
調
査
す
べ
き
簿
椋
が
な
い
か
ら
'
正
確
な
る
判
断
を
下
す
を
得
ず
'
往
々
に
し
て
年
を
経

る
も
訴
訟
が
解
決
さ
れ
な
い
o
然
る
に
土
地
昧
報
の
賛
施
複
は
閲
に
用
し
て
調
査
し
得
る
を
以
て
､
田
地
の
紛
事
が
な
く
な
り
.
偶

令
紛
率
が
起
る
も
容
易
に
解
決
さ
れ
る
o

仰

土
地
の
位
置
状
況
の
明
悉

土
地
の
位
置
状
況
は
'
慧
主
が
之
を
知
悉
す
べ
き
に
拘
ら
ず
'

一
般
の
等
王
は
其
の
所
有
地
の

支
那
の
田
珊
整
理
と
土
地
陳
報

第

7番

七
六
五

第
四
競

五

析江省民政腰,土地陳報特刊 (民即十九年九月)事故二頁.5)



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

1
着

七
六
六

第
四
餅

大

所
在

･
形
状

･
地
目

･
畝
分
を
知
悉
し
な
い
.
こ
れ
他
人
の
佐
古
を
被
る
原
因
で
あ

る
｡
然

る
に
昧
報
後
は
'

村
里
及
び
其
他
の
主

管
機
関
に
凡
て
圃
冊
が
備
付
け
ら
れ
る
か
ら
~
業
主
は
何
時
で
も
之
を
査
閲
し
て
'
自
己
の
土
地
の
坐
落

･
地
目

･
畝
分

･
水
利
交

通

･
他
人
と
の
土
地
関
係
近
知
る
.LJ
と
が
出
来
る
｡
ま
た
天
災
地
撃
に
際
し
て
も
'
圃
精
と
封
照
し
て
'
容
易
に
奨
励
情
況
と
損
失

程
度
と
む
知
-
得
る
｡

㈲

地
規
の
幡
戒
と
tTn
.贋
の
公
正
化

漸
江
省
の
腰
伐
は
煩
雑
な
る
上
に
r
諾
豪
に
よ
る
濡
頚

･
中
経
の
努
が
遣
り
､
ま
た
匪
館

の
寮
札
に
起
凶
す
る
有
権
無
地

･
桂
多
相
少
等
々

の

葬
が
起
-
.
人
民
の
負
猪
は
過
重
且
つ
不
公
平
と
な
る
o
然
る
に
陳
報
復
は
'

土
地
の
紙
数
に
照
し
て
地
主
か
ら
直
接
徴
税
す
る

を
以
て
~
漏
硯
の
弊
が
無
-
な
-
'
人
民
の
負
槍
が
軽
減
さ
れ
､
且
つ
公
平
と
な

る
｡例

金
融
の
流
通

社
葬
土
地
の
資
金
化
が
充
分
に
行
ほ
れ
な
か
っ
た
の
は
'
土
地
の
所
在
'
地
質
の
良
香
が
判
明
せ
ず
'
且
つ

所
有
椎
が
確
定
せ
ぎ
-
L
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡
然
る
に
陳
報
に
よ
っ
て
土
蝿
の
畝
分
及
び
地
債
が
明
確
と
な
る
か
ら
'
填
押
が
容

･,良

易
と
な
-
､
土
地
投
資
が
安
全
と
な
る
｡
従
っ
て
利
息
も
低
落
L
t
農
村
経
済
に
も
大
い
な
る
利
益
と
な
･n
.
ま
た
農
村
へ
の
資
金

流
入
に
よ
っ
て
､
耕
地
整
理
や
其
の
他
の
土
地
改
良
事
業
も
促
進
さ
れ
fOu
o

折
江
省
嘗
局
者
は
土
地
昧
報
に
封
し
て
､
上
述
せ
る
如
き
教
具
を
期
待
し
た
が
'
こ
の
土
地
昧
報
方
法
の
主
要
鮎
汝
に
目
的
は
左

の
如
-
で
あ
る
｡

･

m

地
を
以
て
綱
と
な
し
'
虻
に
按
じ
て
編
姥
し
(
l
筆
地
毎
に
地
番
を
定
む
).
業
主
の
姓
名

･
任
所
及
び
土
地
の
坐
落
四
至

(位
置

と
四
方
の
蛋
界
)
を
調
査
し
て
圃
冊
を
踊
達
し
､
以
て
地
籍
の
分
布
状
況
を
明
か
に
L
t
産
榛
の
確
定
､
斌
税
徴
収
の
銀
接
と
す
る
｡

前端執 事載,:-=見 四文｡6)



物

菅
在
の
載
分
に
注
意
し
'
査
文
を
以
て
浮
報

(賓
際
よ
-
も
多
-
報
告
す
る
)'
隈
麿
を
防
止
し
'
塩
の
地
に
伴
は
な
い
葬
や
飛

潤
読
寄
轟

を
地
声
に
蛸
嫉
す
る
)
等
の
積
弊
を

除
去
L
t
人
民
の
負
措
不
均
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
｡

何

土
地
の
地
目

･
地
類

･
現
在
の
作
用

(利
用
状
況
)､

EE
地
の
最
近
毎
年
の
収
穫
量
等
を
調
査
し
て
.

土
地
の
利
用
状
況
'
農

産
物
の
数
量
及
び
償
額
を
明
か
に
L
t
以
て
農
村
経
済
の
改
善
及
び
教
展
を
園
る
｡

叫

佃
戸

(小
作
人
)
の
姓
名
､
粗
金

(小
作
料
金
)､
租
額
及
び
小
作
期
間
を
調
査
し
て
'
合
理
的
な
る
方
法
を
以
て
業
佃
糾
紛
(地

主

･小作
耕
撃

の
解
決
を
借

り
､
小
作
農
の
生
清
を
向
上
せ
し
め
､
併
せ
て
鼻
糞
の
教
展
を
園
る
｡

Lf

土
地
の
原
傾
JJ
瑚
冊
を
調
査
報
召
し
て
..
土
地
の
絶
値
を
統
計
し
.
そ
の
騰
落
指
数
を
計
算
し
て
､
卿
釆
地
償
税
を
賀
茂
す

_

)
r･Tlt>
L_
)
,l̂
ttJ
■
lt,｢ヽ
L
,)
O

こ

の
土

地

陳

報

を

賛

識
す
る
た
め
の
必
罫
機
関
と
し
て
'
各
村
に
村
里
委
員
骨
を
設
け
'
之
を
直
接
の
桝
理
機
関
と
L
t
願
市
政

府
を
以
て
主
管
検
閲
と
し
て
'
土
地
陳
報
雛
事
虞
を
設
置
し
て
陳
報
に
関
す
る

一
切
の
事
務
を
虞
理
せ
し
め
る
｡
ま
た
民
政
麻
を
以

て
杢
省
土
地
陳
報
の
監
督
及
び
綜
禄
機
関
と
し
'
土
地
陳
報
の
宣
偉
'
指
導
'
考
査
及
び
督
促
に
富
ら
し
め
る
た
め
'
督
促
本
月

･

視
察
草
月

･
常
雛
員

.
助
理
貞

･
柚
査
貞

･
指
導
員
を
設
置
し
て
各
願
市

へ
涜
遺
す
る
こ
1
し
た
.

こ
の
土
地
陳
報
の
虞
理
手
渡
は
之
を
分
っ
て
'
陳
報

･
査
編

･
丈
量

･
造
冊

･
容
積

･
公
骨
等
の
部
分
工
作
と
す
る
｡

m

陳
報

昧
報
草
横
式
は
民
政
癖
が
之
を
作
成
し
､
各
市
願
政
府
が
之
を
翻
刻
し
て
各
村
里
に
敬
給
し
.
各
村
里
委
員
骨
は
各

柴
主
に
其
の
所
有
土
地
の
蛙
携

(
1
筆
地
の
敷
)
に
鷹
じ
て
之
を
配
布
す
る
｡

各
菓
主
は
陳
報
草
を
受
凝
っ
て
よ
ね
三

ケ
月
以
内
に
I

規
定
の
事
項
を
記
入
し
て
村
里
零
点
骨
に
途
付
す
る
｡
陳
報
草
は
鮭
毎
に
二
通
づ
1
之
を
作
成
す
る
｡
藷
委
月
食
は
審
査
の
上
'

1

支
那
の
田
賊
聾
唖
と
土
地
昧
報

第

1
懸

七
六
七

弟
四
戟

七

7) 斬tI'署ri･他聞報 (地政月刊.第二 軌 粥八瓢 民国二十三年八月)二六｡
斬江省艮放題,土地練報椿刊,罫 jil,:.,二:-j謀｡



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
隣
報

第

1
魯

七
六
八

第
四
抗

八

通
は
之
を
自
己
に
保
有
し
'

他
の
1
通
は
之
を
願
市
政
府

へ
途
付
す
る
｡
こ
の
陳
報
畢
様
式
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡

析
江
省
土
地
陳
報
草
株
式

iJH 一･紳＼＼

r#

童

-
-
･1
･-･-

.m

I..‥

年

収

就

農

地目及現作付用

慣

偲
一庶
贋

(重商)

佃

戸
丁及
使

用
人

･
⊥
如

塾

-

･
･

･･

釈
(地艮)
(地公)

卑報陳地土,W

代
理
人
懐
報

時
其

姓
名
任
地
及
原
由

陳

報

賓

額

(
西
至
)

-

･･

=.
.
;'･
･

.･.l
･

､

.

･

.=o;..I

.

例

査
編

査
編
即
ち
査
虻
編
既
と
は
'
購
甲
だ
編
等

･
審
査
す
る
意
味
で
あ
る
｡
そ
の
方
法
は
'
先
づ
全
村
具
を

1
.%
1調
奄
し



て
'
河
流

･
道
路
等
の
天
然
の
地
勢
に
よ
っ
て
'
若
干
段
に
之
を
置
分
し
'
冠
す
る
に
字
既
を
以
て
す
る
｡
更
に
各
段
に
つ
き
毎
虹

の
土
地
形
状
や
匿
界
に
よ
っ
て
'
之
を
革
園
に
槍
示
し
'
且
つ
1
蛙
(
1
筆
地
)
毎
に
順
次
傾
地
親
を
付
す
る
｡

1
面
'
毎
近
地
が
公

私
の
何
れ
に
屡
す
る
か
を
奄
明
し
､
公
に
萄
す
る
と
き
は
'
管
理
機
閑
の
名
稗
と
所
在
地
'
私
に
属
す
る
と
き
は
'
糞
主
の
姓
名
と

住
所
と
を
明
か
に
し
て
､
宰
領
に
之
を
記
載
す
る
o
然
る
後
に
軍
国
及
び
葺
簿
と
査
綱
の
携
教
と
を
照
合
し
て
'
陳
報
革
に
此
の
甥

敦
を
記
入
し
.
班
に
按
じ
て
業
主
に
蔑
給
し
'
期
を
限
っ
て
陳
報
せ
し
め
る
.
柴
主
が
陳
報
革
を
村
里
委
員
骨
に
繰
出
す
る
を
供
っ

て
'
子
績
費
を
徴
収
し
､
革
簿
の
詑
盤
上
LU.
領
牧
襟
の
捺
印
を
な
す
O
陳
報
期
が
満
了
す
れ
ば
'
茸
篠
を

櫓
査
し
て
F
呆
邦
の
各
戸

に
対
し
て
は
練
板
を
督
促
す
る
か
.
凌
た
は
村
里
委
月
食
に
よ
っ
て
代
っ
て
陳
報
を
改
す
こ
ゝ

L
t
少
数
の
業
主
に
遅
延
あ
る
も
､

主
の
陳
報
す
る
虞
と
封
照
す
る
こ
と
･̂
す
る
｡

ey,;

丈
量

業
主
が
陳
報
を
な
す
と
き
は
､
章
在
勧
分
は
確
膏
に
之
を
文
意
す
べ
き
も
の
と
す
る
O
即
ち
市
用
の
尺
制
を
標
準
と

し
て
'
其
の
面
積
を
計
算
L
t
同
時
に
陳
報
革
の
基
白
鷹
に
娃
形
国
を
給
示
す
べ
き
で
あ
る
｡
併
し
業
主
に
し
て
丈
量
を
な
し
得
ざ

る
と
き
は
'
尭
づ
自
己
の
知
れ
る
畝
分
若
-
は
目
算
の
畝
介
を
記
入
し
.
代
丈
の
規
定
に
櫨
つ
て
'
村
里
蚕
月
食
に
丈
量
を
委
託
す

る
こ
と
を
得
る
｡
藷
委
員
骨
で
文
量
人
員
を
招
致
し
難
5
,場
合
に
は
､
願
市
政
府
が
事
情
を
斜
酌
し
て
査
丈
陳
を
組
織
し
て
'
複
査

叉
は
抽
丈

(部
分
吏
畳
)
を
行
ふ
｡

同
時
に
山
地
及
び
山
語
等
の
地
目
の
複
査
に
注
意
す
る
D

芳
し
村
里
要
員
合
の
調
査
､

若
-
は

翠
玉
の
陳
報
が
ー
葦
在
を
快
-
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
と
き
は
'
査
丈
除
は
仝
村
里
の
土
地
に
封
し
て
全
部
丈
量
を
草
薙
す
る
と
と
が

出
乗
る
｡

支
那
の
田
城
整
理
と
土
地
陳
報

第

1
巻

七
六
九

第
B
I
P
r披

九



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

1
巻

七
七
〇

第
四
班

一〇

㈱

製
冊

冊
は
葺
冊
(革
席
)
･
清
冊

･
級
冊
の
三
種
に
分
か
れ
る
｡
葺
冊
は
村
里
職
月
が
査
鑑
絹
境
を

賛
施
す
る
際
に
用
ゐ
る

底
冊
壷

帳
)
に
し
て
､
業
主
の
姓
名

･
任
所

･
地
目

･
勧
分
の
概
数
を
記
載
す
る
の
み
で
'

l
麿
妊
続
に
従
っ
て
編
み
､
毎
虻
を

1

行
忙
記
入
し
て
'
茸
園
と
封
照

す
る
に
便
す
る
｡
清
冊
は
村
里
委
月
食
に
よ
っ
て
草
陶

･
茸
冊
及
び
共
生
の
蛇
出
す
る
陳
報
草
を
根

城
と
し
て
.
之
を
義
治
す
る
D
毎
妃
に
稚
糖
を
付
し
p
存
行
に

1
既
づ
･i
記
入
し
'
字
段

･･
地
親

"
坐
落

｡
粕
積

･
拙
僧

･
期
日

･

僻
機
運

･
諜
垂
Ei,姐
名
瀬
び
任
朋

･
佃
戸
文
は
便
開
人
の
姓
名
及
び
性
並
を
妃
概
㌻
宅

地
債
は
(E,P
U
白
坂
畝
合

･
周
鑑
統
合
及

び
代
丈
畝
分
と
す
る
O
毎
朋
の
.研
め
に
土
地
分
段
編
牧
園
を
附
し
て
封
照
に
便
す
る
｡
,LJ

の
清
冊
は
之
聖

廟

作
成
し
'

一
部
は
陳

報
畢
と
共
に
願

へ
遠
-
'

1
部
は
村
里
委
貞
骨
に
保
有
す
る
o
若
し
移
韓

･
轡
更

･
分
割

･
添
附

･
錯
誤
の
更
正
等
が
あ
れ
ば
'
麻

市
政
府
に
報
昔
L
t
吟
味
の
上
清
冊
に
記
入
す
る
｡

土

地

清

射

様

式

地

盤

一

策

戸

佃

戸

或

使
用
人

射

落

1
姓
名
戒
名
稀

一
任
虻
或
地
比

瀧
冊
は
期
政
府
が
清
冊
を
根
接
と
し
て
編
成
す
る
O
在
駐
計
二

涜
と
な
し
､
毎
既
か
二

行
に
記
入
し
'
直
別

･
相
異
別

･
手
段

･

稚
競

･
地
積

･
報
償

･
地
目

･
収
穫
量

･
公
私
の
分
別
等
を
記
載
す
る
｡
毎
村
里
の
後
に
公
私
地
の
分
別

･
垂
村
里
の
地
積

･
地
償



及
び
年
収
穫
量
の
総
計
を
記
入
す
る
｡
こ
の
外
に
備
ほ
l
種
の
綜
計
冊
が
あ
-
.
金
原
所
属
村
里
の
蛙
数

･
田
地
山
姥

･
各
項
の
地

積

･
地
債
及
び
収
啓
量
の
統
計
を
夫
々
記
載
し
て
､
検
査
に
便
す
る
｡

士

地

組

冊

様

式

_

;
i
l

萄

1

類

㈲

蕃
核

審
棲
(審
査
)
は
土
地
陳
市
中
の
重
要
工
作
で
あ
る
｡
そ
の
第

.L
歩
は
陳
報
草
の
審
査
で
あ
る
け
業
主
が
陳
報
単
に
記

入
し
て
抜
出
し
た
際
に
'
村
里
職
貞
は
直
ち
に
堪
報
の
漏
誤
の
有
無
'
様
式
に
合
致
せ
る
や
香
や
'
編
造
せ
る
革
珊

･
革
園
と
符
合

せ
る
や
香
や
を
審
査
し
.
若
し
遺
漏
の
地
が
あ
れ
ば
補
報
を
催
促
す
る
.
鼓
に
地
段
の
涜
数
に
照
し
て
順
次
生
理
し
て
､
成
冊
を
裳

訂
す
る
｡

1
方
に
は
櫨
て
以
て
旺
鋸
の
正
園
を
冷
製
し
て
､
清
冊
を
編
造
し
'
徴
収
す
べ
き
手
蹟
費
額
を
算
定
す
る
｡
第
二
歩
は
土

地
清
冊
の
審
査
で
あ
-
'
麻
市
政
府
の
土
地
陳
報
虞
が
之
に
常
る
｡
清
冊
記
載
の
事
項
と
陳
報
阜
と
を
封
児
横
正
し
'
村
塵
の
踊
競

園
を
根
櫨
と
し
て
'
蛙
を
速
ふ
て
検
査
し
'
然
る
後
に
穂
冊
を
衰
造
す
る
｡
第
三
歩
は
維
冊
の
審
査
で
あ
り
'
こ
の
工
作
は
民
政
廉

が
之
に
昔
る
｡
各
願
市
の
途
付
す
る
絶
冊
に
就
い
て
､
脱
落
重
複
の
有
無
'
記
載
事
項
の
遺
漏
の
有
無
を
検
査
し
'
ま
た
各
願
よ
-

滑
冊
若
干
冊
を
遠
ら
し
め
て
'
虚
構
償
達
等
の
情
弊
の
有
無
を
検
査
す
る
｡
第
四
歩
の
審
査
は
穂
冊
所
載
の
地
境

･
地
目

･
地
債
｡･｡

文
節
の
田
賦
生
理
と
土
地
陳
報

弟

7
番

七
七
1

第
四
航

二



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

1
番

七
七
二

第
四
既

二

一

枚
菅

笠
等
の
諸
項
目
に
就
い
て
.
公
有
私
有
及
び
田
稚
山
藩
の
地
目
に
分
け
て
､
之
を
分
矩
統
計
L
t
且
つ
之
を
圃
表
と
し
て
明
示

す
る
｡

tDC

公

告

清
冊
記
載
の
各
事
項
は
'
村
里
委
員
倉
が
猿
橋
を
以
て
調
査
堰
報
す
る

)̂と
あ
り
'
代
理
人
に
よ
っ
て
陳
報
す
る
AJ

と
あ
･=1..
或
は
鋪
歌
の
あ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
.
分
骨
方
淡
を
用
ゐ
て
之
を
補
赦
す
･N'
必
要
が
あ
る
C
即
ち
借
倒
銅
連
以
前
に
あ
-

-
1
･

陛
孝
一ロづ1=
TFFa
TTI
S･i:･1
ノ
.｢
l･+
i<
rY
句
劫

･
讃
,rH
b
l柏
孝

･
相
樺
表
び
確
憤
等
は
'
段
に
分
つ
L
Jt
寸
廷
臣
∃
d
rrつ
斤
岩
出
L
)

之
む
公
至

tn
る
｡
若
し
錯
誤
が
あ
れ
ば
'
期
限
内
に
委
員
倉
に
到
っ
て
更
正
を
申
請
し
得
る
｡
之
を
得

宗

の
公
骨
と
す
毛

文
慶

の
経
過
後
'
地
積
に
関
し
て
は
'
丈
量
の
畝
分
と
陳
報
の
畝
分
と
は
必
ず
し
も

l
致
し
な
い
.
故
に
第
二
次
の
公
骨
を
な
す
｡
業
主

に
し
て
文
量
に
誤
あ
-
と
認
め
る
者
は
'
市
文
を
申
請
す
る
こ
と
が
出
滞
る
.

漸
江
省
に
於
け
る
土
地
陳
報
智
東

順
序
は
以
上
の
如
-
で
あ
る
が
､
之
が
菅
滝
に
要
す
る
費
周
は
人
民
･Li
-
之
を
徴
収
す
る
こ
と

と
し
た
o
即
ち
最
初
陳
報
の
手
喝
費
を
毎
畝
大
洋

T
角
と
規
定
し
た
が
'
経
費
不
足
の
た
め
毎
畝

1
角
二
分
に
引
上
げ
た
｡
之
に
よ

っ
て
徴
収
し
た
金
餅
は
之
を
十
二
等
分
し
､
十
二
分
の
四
は
省
に
選
っ
て
仝
部
土
地
整
理
の
経
費
に
充
て
'
十
二
分
の
三
は
願
市
政

府
.の
陳
報
賛
施
費
･J願
市
自
治
経
費
と
に
充
て
･
十
二
分
の
五
は
村
里
委
皇

品

陳
報
茸
施
費
と
村
里
自
治
経
費
と
に
充
て
る
こ
と

と
し
た
｡

こ
の
土
地
陳
報
は
民
国
十
八
年
五
月

言

か
ら
之
を
賛
施
し
'
同
年
十

1
月
末
日
迄
に
之
皇

刀
威
す
る
壊
定
を
立
て
･
こ
の
た
め

陳
報
に
開
す
る
小
冊
子
や
宜
侍
史
を
多
数
印
刷
し
て
各
願

へ
頒
布
L
t
ま
た
桝
理
陳
報
人
月
に
封
し
て
は
詩
習
合
を
開
催
し
て
･
そ

の
促
進
に
努
め
た
が
'
次
の
如
き
諸
事
情
の
た
め
､
翌
年
四
月
末
迄
陳
報
期
日
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
｡
即
ち
･
叫
土

断el:省土地陳報 (地政月刊,第二苛,第八某耶 二頁力等 il､頁c
i折lエ管長攻囲,土地陳戦時刊,書載,ニー頁乃至二j頂 【⊃
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蝿
昧
報
の
苦
海
は
祈
江
省
Lh.以
て
憶
夫
と
す
る
を
以
て
'
各
願
市
は
陳
報
の
預
算
編
成
や
計
貢
の
樹
立
を
急
い
だ
が
'
種
々

の
疑
蓑

を
生
じ
'
省
政
府

へ
の
照
億
に
韓
日
を
要
し
-
昧
報
群
尊
厳
の
如
き
も
七
'
八
月
に
至
っ
て
漸
-
成
立
し
た
願
さ
へ
あ
る
.
㈲
陳
報

の
茸
祐
経
費
は
其
の
事
績
費
に
供

つ
こ
と
1
な
っ

て
ゐ
る
が
t
と
の
手
嶺
費
の
未
収
前
に
在
つ
て
は
各
願
の
準
備
金
よ
り

T
時
之
を

流
桶
せ
ざ
る
を
得
な
い
O
然
る
に
各
願
に
は
Al備
金
が
軽
い
か
ら
､
経
費
の
支
群
が
困
難
と
な
る
o
仰
村
里
委
鼻
骨
は
成
立
の
日
渡

-
､
能
力
乏
し
-
.
陳
報
の
意
護
⊥
)章
雄
幸
浦
と
を
了
解
し
た
い
も
の
が
多
′＼

従
っ
て
資
力
が
i<
忙
し
て
功
典
が
少
な
い
.
ま
た

統
轄
す
べ
き
人
材
に
乏
し
-
'
祁
互
に
茸
任
を
碑
妹
す
る
｡
故
に
指
導
員
を
派
遣
す
る
も
進
捗
が
締
渡
で
あ
る
0
9
-:郷
民
の
智
識
程

度
が
低
く

晒
習
に
狩
れ
二
%
枚
]hL.17
碑
し
碓
-
'
躍
っ
て
叛
服
LIHLLし
て
も
傍
観
的
鮮
新
を
LJ
-
易
い
D
諜
･'rTlは
土
地
敬
川
有
し

て
小
作
料
を
取
持
す
る
に
み
べ｣.
JrJ.畑
rLl
lT=7
絹
.Ej
IO
脚
拐
千
四
.,i:,l
狂
和
ら
戸
､
･小
乍
人
こ

.il
巨
を
-

で

ゎ
…
-
,rl

と
山
犬
即
:/i
ll,LG

-

Jノ
-

l
l
.1J
LT′
,.Y-
7
ノJ⊥

力

演
乱
し
.
従
っ
て
瀬
麺

に
昔
づ
'tJ
･陣
皿
を
井
す
る
C
㈲
畢
桝
の
≡
ヶ
月
間
に
め

(,ノ
て

は

各

願

市

は
章
節

の
絹

威

､

疑

藁
の
解
群
､

人
月
の
訓
練
.
軍
部
及
び
布
背
丈
の
印
刷
に
忙
が
し
-
'
蜜
際
の
工
作
に
堂
で
進
み
得
な
い
｡
然
る
に
秋
季
に
入
り
田
地
の
作
物
が

紫
茂
す
る
と
岸
畔
が
顧
は
れ
て
丈
畳
に
不
便
と
な
-
､
冬
季
は
雨
雲
の
た
め
行
路
困
難
と
な
る
か
ら
､
陳
報
工
作
が
進
ま
な
い
.
tDC

十
七
年
及
び
十
八
年
度
に
於
て
は
風
虫
水
草
を
蓑
っ
た
腰
が
多
-
.
収
穫
が
減
少
し
て
.
飢
民
を
出
し
'
政
府
は
之
が
救
済
に
追
は

れ
.
陳
報
に
重
力
を
注
が
れ
な
か
っ
た
｡
仰
治
安
不
良
の
匪
直
で
は
土
地
園
冊
が
塵
々

焼
か
れ
.
工
作
人
月
が
遭
難
し
昧
報
の
完
成

･
を
遅
ら
し
な

か
く
て
漸
江
省
は
陳
報
資
苑
の
た
め
三
官
僚
革
Ⅱ
を
馨
し
'
十
二
高
二
L千
八
1rulI飴
人
を
動
貞
し
た
が
'
そ
の
成
績
は
失
望
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
.
｢
蓋
し
事
が
創
始
に
葛
し
.

長
官
の
熱
心
は
飴
り
あ
る
も
.

幹
部
の
人
才
が
未
だ
傭
ら
す
.
未
だ
有
数
な
る
試
行

支
邦
の
田
蝿
磐
哩
と
土
地
陳
報

第

1
番

七
七
二
､

第
四
戟

二
二

前描,土地l味軸特刊,事軌 二六喜U.1讃二七頁D9)



支
部
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

7
巷

七
七
四

第
四
親

l
四

を
粧
す
し
て
直
ち
に
之
を
垂
省
に
行
は
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
村
旦
抱
月
は
口
章
を
設
け
'
避
け

て
青

任
を
負
は
す
､
牛
は
疑

隙
と
陳
報
費
の
過
大
JJ
に
･L盲

.
年

は
填
報
方
法
の
不
明
或
は
填
報
を
な
す
べ
き
方
港
な
き
に
よ
-
'
観
望
し
て
進
ま
な
い
｡
而
し

て
官
廃
の
催
促
は
星
火
よ
-
急
に
し
て
､
期
限
が
俄
に
迫
-
'
民
に
不
能
を
娼
払
'
甚
だ
し
資
に
至
っ
て
'壮
瞥
範
を
四
方
に
流
し
て

井
出
を
荷
っ
Q
苗
に
於
で
.
い
1
加
減
に
蝶
報
し
､
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
或
は
門
を
閉
ぢ
て
侶
法
を
な
す
｡
故
に
陳
報
の
結
果
.

菅
よ
･1～

l
n-

ヰ
rLu
儲
甚
藷
｡
ttiを
増
し
た
と

い
ふ
も
r
責
に
頗
る
に
足
ら
な

い
｡
･

･
LJ
e
視
る
ぺ
-=･ち
ぎ
る
納
棺
itdL朱
･-
･-A

外
､
語
る
に
田
既
の
整
盟
を
以
て
す
る
も
.
東
榎
の
声
名
な
-
'
よ
っ
て
以
て
征
賊
を
な
す
能
は
す
､
語
る
に
を
椎
の
確
定
を
,以
て

す
る
も
.
そ
の
不
確
賛
な
る
こ
と
は
官
民
の
皆
知
る
と
と
ろ
で
あ
る
｡
そ
の
目
的
と
す
る
不
公
平
な
る
負
靖
の
酵
誠
'
集
村
経
済
の

改
善
'
小
作
紛
牢
の
解
決
に
関
し
て
は
､

一
と
し
て
抱
影
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
.
而
し
て
民
を
労
し
'
財
を
傷
め
'
時
を
関
す
る

こ
と
年
飴
､
成
る
と
こ
ろ
の
土
地
陳
報
国
冊
は
達
に
閉
置
さ
れ
て
用
ゐ
る
所
が
な
い
｡
本
年
夏
(
二
十
三
年
)
財
政
部
が
帝
二
次
全
国

財
政
骨
議
を
召
集
し
､
そ
の
席
上
土
地
陳
報
の
建
議
が
あ
-
た
る
に
'
漸
江
代
表
は
立
っ
て
'
漸
民
は
陳
報
の
苦
を
飽
支
せ
る
を
以

て
'
陳
報
の
名
を
聞
い
て
Tt)
へ
突
せ
ん
と
欲
す
る
か
ら
'

折
省
を
除
外
さ
れ
ん
こ
と
を
請
ふ
た
｡

そ
の
故
は
探
-
考
ふ
べ
き
で
あ

る
｣

と
さ
れ
て
ゐ
る
｡
斯
-
し
折
江
省
の
土
地
昧
報
は
失
敗
に
経
っ
た
｡

三

江
蘇
各
江
寧
煤
の
土
地
陳
報

噺
江
省
土
地
昧
報
の
失
敗
後
'
三
年
を
経
過
し
て
江
蘇
省
江
等
僻
が
土
地
昧
報
を
茸
施
し
'
成
功
を
収
め
た
｡
江
寧
願
が
民
国
二

十
二
年
二
月
に
自
治
賛
助
願
と
な
る
や
､
願
政
府
常
局
は
江
寧
田
賦
積
弊
の
甚
だ
深
刻
な
る
に
鑑
み
､
ま
た
政
府
は
土
地
冊
帝
を
妖

10) 土地陳簸査報宜丈苧環 (地政月刊,第二番'第八勤)二詞D



-
た
め
'
業
主
と
土
地
の
所
在
と
を
明
か
に
す
る
能
は
す
'

徴
税
の
際
に
は
催
徴
更
や
皇
冊
生
(管
放
点
)
の
手
を
借
ら
ざ
る
を
得

ず
'
従
っ
て
彼
等
は
こ
の
横
倉
を
利
用
し
て
､
ヰ
問
に
立
っ
て
舞
弊
を
な
し
'
そ
の
結
果
政
府
の
収
入
は
日
に
減
少
し
.
民
衆
の
負

埠
は
反
っ
て
日
に
益
々
加
重
す
る
｡
腰
骨
局
は
税
収
の
整
理
を
な
し
､
民
因
を
救
ふ
唯

1
の
達
は
種
々

の
積
弊
を
除
去
L
t
令
麻
に

土
地
陳
報
を
賛
施
す
る
に
あ
る
と
考
へ
た
.

陳
報
賛
施
前
に
於
け
る
江
等
願
の
全
面
積
は
三
百
六
十
南
朝
で
あ
っ
た
が
.
納
税
地
は
倭
に
草

二
十
高
潮
に
嫡
き
な
か
っ
た
｡
勿

論
こ
の
両
者
の
差
額
た
る
無
税
確
の
中
に
は
､
山
姥
や
荒
地
を
も
含
ん
で
ゐ
た
が
'
完
全
な
る
熱
田
の
含
め
る
も
の
も
少
-
は
な
か

っ
た
.
析
謂
姶
FF二
億
lLLi菜
が
摘
畑
に
記
入
せ
ず
'
そ
の
.税
収
･.1-･.耗
T
る
矧
)
な
る
も
の
ヰ止
一で
あ
る
｡
と
れ
以
外
に
.
開
附
上
の
姓
名
と
し

-
一､
･-
I
.･q
･〃
･′
-
¢
'-
/
ノブ
-
Lr･

j
T
廼
♂
月
Ttl力
作
.7y
劫
W
T.JTE
>
讃
厚
j
l
帝
を

糊
ゐ
る
を
以
で
.
節
棟
の
督
伐

には
催
征
束
の
手
を
傍
ら
ざ
れ
ば
風
儀
が
つ
か
な
い
｡
終
っ
て
財
政
上
よ
り
考
へ
る
も
土
稚
陳
韓
を

秩
-
を
得
な
い
O
次
に
江
寧
願
で
は
土
地
冊
籍
が
晩
に
散
失
し
て
存
在
せ
ず
'
人
民
の
地
樺
も
考
査
す
る
に
由
な
-
､
之
に
よ
っ
て

紛
尊
が
頻
聾
し
て
訴
訟
と
な
る
も
.
視
る
べ
き
讃
櫨
を
快
-
た
め
'
地
槽
の
何
人
に
展
す
る
か
を
判
定
し
難
く
､
訴
訟
が
牛
を
軽
る

も
解
決
せ
ず
'
従
っ
て
土
地
が
荒
厳
し
'
所
謂

｢
有
田
不
能
種
荘
穣
｣
(田
あ
る
も
耕
種
が
出
来
な
い
)
の
現
象
が
起
る
｡
故
に
地
権
を

叫

確
定
し
土
地
生
産
力
を
増
進
せ
ん
と
す
れ
ば
'
土
地
陣
報
を
蚊
-
を
得
な
い
｡

こ
の
鮎
に
つ
き
願
首
局
は

｢
我
閲
は
鼻
を
以
て
国
主

且
つ
｡
従
来
田
賊
は
国
家
歳
収
の
正
供
(正
視
)
を
駕
し
た
る
も
'
地
方
税
に

鰐
し
て
よ
り
以
後
､
北
方
事
業
の
興
贋
は
'
凡
て
田
蹴
収
入
の
油
長
を
観
て
準
尺
と
す
る
｡
岩
し
田
既
を
確
定
整
理
す
る
な
ら
ば
､

省
願
の
財
政
基
礎
は
必
ず
輩
固
と
な
-
､
地
方
事
業
も
ま
た
徐
々

に
費
展
を
固
-
得
る
｣
と
述
べ
て
ゐ
る
｡
而
し
て
田
賦
聴
理
の
方

支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

7
馨

七
七
五

第
四
部

一
五

紅茶音江寧白冶笥除輔弼i雫.土砂 横軸概即 轍政 月刊 第 二軌 第八期)一貫｡
黄熟 打率 日給や硝 頼田冊三二過去-絹 興解氷 (醗酵畢李flJ.第四智'第三
期,民明二十二年JL月)7T九JFモD
江婁解政概況 し其寒竹,江事朗薪柿東風願空陸増田剛 勺経過,汗血叢書,田



支
部
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

一
食

七
七
六

第
四
班

1
六

針
に
師
し
て
は
､
願
営
局
は

｢
土
地
陳
報
を
膏
施
し
て
'
正
確
た
る
土
地
冊
籍
を
獲
得
し
'
田
購
改
良
の
根

城
と
す
る
.
ま
た
徴
税

制
度
を
改
革
し
て
従
前
の
徴
収
上
の
.
1
封
の
積
弊
を
除
去
L
t

新
式
簿
記
を
採
用
し
'

預
等

決
算
及
ひ
琉

1
支
出
制
度
を
賢
行

L
t
以
て
骨
計
上
倖
都
の
一
切
の
弊
害
を
除
去
せ
ん
と
す
｣
と
述
べ
て
ゐ
る
G

江
単
願
政
府
は
陳
報
の
昔
風
に
必
要
な
る
土
地
陳
報
雛
法
大
綱
､
土
地
昧
報
細
則
'王

地
陳
報
析
事
鹿
組
織
規
程
近
制
定

･
公
楯

.り

し
､
そ
の
郷
哩
雄
弼
lJ
し
て
掠

iJ
櫓
綿
辞
iTl=i
､
江
に
偶

蝉
稀
腐
'
郷

蛸
L
純
綿
帥
軍
学
17
"7..q･=
t

便

利

妻

風
見

壱

二
十
二

や

E
j
月

,_~･㌧
..

JA
.

･-

.

_rH.

十
六
日
よ
り
同
年
六
月
三
十
日
に
至
る
期
間
と
し
売
V

江
寧
願
苦
海
の
土
地
陳
報
原
則
は
'
大
腰
に
於
て
噺
,tj省
の
陳
報
を
鵜
接
と
し
て
採
用
し
'
幾
分
之
に
轡
更
を
加
へ
た
も
の
で
あ

る
｡
即
ち

｢
榎
戸
の
花
名
｣二

.資
在
畝
数
'
契

(地
券
)
載
畝
敷
及
び
串
(領
収
･%
)
載
勘
敷
｣
を
陳
報
単
の
記
載
項
目
と
し
て
新
に
加

へ
た
る
鮎
'
そ
の
他
陳
報
費

用
を
人
民
か
ら
徴
収
せ
ざ
る
鮎
に
放
て
'
漸
江
省
の
陳
報
方
法
と
臭
っ
て
ゐ
る
｡
と
の
江
串
原
土
碓
陳

報
の
要
鮎
は
左
の
如
-
で
あ
る
o

A

叫

地
を
以
て
綱
と
な
し
.
業
主
の
姓
名
'
任
祉

(任
所
)､
土
地
の
坐
落
四
至
を
調
査
記
載
L
t
同
郷
鋸
に
分
つ
て
'
声
に
按
じ

て
清
冊
を
編
達
し
て
'
兼
主
と
地
籍
の
所
在
と
を
明
か
に
す
る
に
促
し
'
併
せ
て
賦
穂
徴
収
及
び
産
構
確
定
の
放
球
を
造
る
｡

仰

糧
戸
の
花
名

(規
納
税
者
の
組
先
名
)
､
糧
耕
.
賓
在
勘
数
'

契
載
畝
敦
'

串
載
勧
数
を
夫
々

記
載
し
て
'
浮
報

(賓
際
よ
り
も

多

-
報
告
す
る
)
'

隈
lBB.
糧
(棉
)
あ
っ
て
地
な
き
状
況
.
飛
燕
読
者
等
程
々
の
弊
害
を
防
止
し
'
以
て
人
民
の
負
蜂
を
軽
減
す
る
｡

例

土
地
の
地
目
-
現
在
の
作
用
(利
用
状
況
)'
毎
年
の
収
穫
量
を
調
査
し
て
､

土
地
利
用
の
合
理
化
'
真
相
経
済
の
蟹
展
を
園

る
｡

紙問屋研=究,下)二七四頁｡
14) 前揖書,二七看貫O
15) 絶難事虞 には主任(願基無住), 副主任 (二人),絡指導娼 く一人),拍重点

(若干人),耕革具(著千人),統計且(一人又は二人)を摺リ .,



㈱

佃
戸

(小
作
人
)
と
便
桶
人
の
姓
名

･
任
所

･
小
作
料
額

･
小
作
期
間
を
調
査
し
'
合
理
的
な
る
方
法
を
以
て
地
主

･
小
作
関

係
を
調
和
し
'
併
せ
て
農
覚
の
驚
展
を
囲
今

更
に
江
寧
願
に
於
け
る
土
地
陳
報
箸
箱
の
手
順
を
畢
ぐ
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡

m

本
願
の
土
地
は
､
有
糧
拙

･
無
耀
地

･
公
有
地

･
私
有
地
に
論
な
し

規
定
に
照
し
て
'
そ
の
管
轄
の
郷
鏡
排
事
魔
に
向
つ

て
昧
報
宇
田
む
履
行
す
る
｡

御

願
政
府
は
陳
報
開
始
以
術
に
'
陳
報
単
を
印
刷
し
て
.
各
値
郷
鎮
公
所
を
経
て
各
菓
戸
に
配
布
し
'
規
定
の
事
項
を
記
入
せ

し
め
'
朔
肢
内
に
桝
管
の
郷
鏑
雛
等
虞
に
LJ,L]
ゎ
."
小紙
で
之
を
泰
査
す
る
D
隣
柿
の
際
に
は

"
瑚
毎
に
牌
嫡
確

H
3
づ
1
を
用
ゐ
る
.

地
簡
婚
誰

米

は

地

券

)

を

検

査

し
'

串

載

又

は

契

範

畝

数

と
賞
在
朝
数
と
が
符
合
せ
ざ
る
と
き
は
ご
覧
際
忙
よ
っ
て
夫
々

別
々

に
記
入

す
る
｡

若
し
短
契

(不
完
全
契
約
書
)､
短
糧

(滞
納
)
等
の
事
情
が
あ
れ
ば
'
概
し
て
追
究
し
な
い
｡
若
し
揖
出
さ
れ
た

も
の

が
白
契

(官
の
朱
印
認
定
な
き
借
人
間
の
土
地
東
涯
謹
)
に
し
て
'
未
だ
投
棟

(即
ち
梨
規
を
約
め
て
ゐ
な
い
)
し
居
ら
ざ
る
と
き
は
'
先
づ
呈
翰
(
槍

萱
の
願
出
)
を
行
ふ
こ
と
を
許
し
'
鼓
に
暫
旗

(
1
時
延
期
)'
補
棟

(規
の
追
排
)
を
許
し
'
以
て
業
主
の
呈
験
に
便
す
る
｡

㈱

置
排
事
虞
の
昧
報
開
始
時
に
於
け
る
主
要
工
作
は
~
各
郷
鏡
長
を
指
導
督
促
し
て
期
限
通
-
に
陳
報
を
完
了
せ
し
め
る
に
在

ち
.
即
ち
指
導
貞

･
尾
長

･
慣
助
理
員
等
が
交
代
に
各
郷
鎖
間
細
長
の
工
作
進
行
を
巡
察
'
督
促
､
監
視
す
る
茸
任
を
分
揺
す
る
｡

各
郷
頚
の
陳
報
完
了
後
.
陳
報
草
の
蘭
財
尊
慮
に
最
遠
さ
れ
る
を
侠
つ
て
､
屈
餅
事
虞
で
之
を
童
集
整
理
し
'
逐

1
審
査
し
'
声
に

按
じ
て
清
冊
を
編
達
し
'
規
定
の
期
限
内
に
願
政
府
に
呈
遺
し
'
願
政
府
で
は
之
を
審
査
す
る
｡
各
値
縞
辻
の
清
冊
を
願
政
府
に
童

支
那
の
田
賊
整
理
と
土
地
陳
報

第

7
萄

七
七
七

第
四
戯

7
七

･-･-

_

臨機虚には主任(院長舘1引 .碍導 凱(一一人),助 哩員(三人)を置 くO
郷鏡桝等虞には主任(郷成長来任 ),頃報旦(若IT'人)を置 くo

t･r∴ 了 .･. .二､... ･ . . . .;- 'l ∴ ･･∴ こ･



支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

a

集
し
て
全
麻
の
総
即
を
踊
達
す
る

O

と
の
清
冊
の
様
式
は
左
の
如
く
で
あ
る
｡

掃

射

の

桂

式

第

1
萄

七
七
八

第
内
助

1
八

第

匡

罪

折
窒

素

虻

第

.日

江
寧
願
の
土
地
昧
報
葺
苑
の
経
過
に
閲
し
て
は
'
線
折
事
虞
が
民
幽
二
十
二
年
四
月

l
日
に
成
立
し
､
各
柘
及
び
各
郷
鏡
餅
事
魔

が
四
月
十
日
迄
に
相
前
後
し
て
成
立
し
'
四
月
十
六
日
よ
り
隣
報
を
開
始
し
'
六
月
二
1+
日
進
に
完
了
し
た
｡
土
地
清
冊
の
踊
達
は

最
初
六
月
末
日
迄
に
完
成
の
壕
走
で
あ
っ
た
が
'

種

_々の
困
難
の
た
め

七
月
十
五
日
に
至
っ
て
漸
-
完
了
し
た
.

伸
し
舛
椿
の
山

地

･
宅
確
の
清
冊
は
遅
れ
て
七
月
末
日
迄
に
編
達
を
終
-
'
願

へ
迭
附
さ
れ
た
｡

こ
の
江
寧
願
土
地
昧
報
の
結
果
'
整
理
前
の
百
二
芋

南
畝
の
有
税
地
が
百
三
+
寓

t
千
七
百
二
1+
六
畝
と
な
り
'
田
蹴
賛
聴
解
は

月の花名 ･圏名及び耳の堤額.(31土地のT;｢帯地 地虫放び演のJiJ,落,(4)
土地の四軍,(5)土地の箕在畝敗 ･歌載献数及び串戟畝軌 (6-j=地の地
目及び頚番の用途,(7)土地の毎年の収社食.･8 ま等買昭文'rJトの種奈良･1q赦･
其の地産^の盛名･本籍･職業 .任所,(9)地形鳳(四割付の〕,(10)代理



垂
理
帝

(
二
十

1
年
)
の
七
十
九
寓
六
千
二
Hz[七
十
五
元
か
ら
亜
理
後

(
二
十
二
年
)
に
は
九
十
九
甫
六
百
五
十
二
元

に
増
加
し
た
｡
即

ち
有
税
稚
畝
は
左
程
の
増
加
を
見
な
か
っ
た
が
'
田
蹴
章
牧
額
は
十
九
寓
四
千
二
青

七
十
八
元
の
稗
加
を
見
る
と
と
1
な
り
成
功
を

収
め
た
｡
ま
た
陳
報
の
結
果
'
業
戸
及
び
其
の
所
有
地
の
坐
落
が
明
確
と
な
-
'
菅
施
後
は
直
接
業
戸
に
向
つ
て
田
既
を
徴
収
し
得

る
こ
と
1

な
-
'
之
に
ょ
つ
て
礎
罪
の
催
徴
吏
に
伴
ふ
種
々

の
弊
害
を
除
去
し
得
る
こ
JJ
1
な
っ
た
O
而
し
て
此
の
陳
報
の
賛
袖
に

竺

1寓
六
千
飴
元
を
費
し
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
は
成
功
で
あ
っ
た
.

か
-
の
如
-
江
寧
願
の
土
地
陳
報
は
成
功
を
収
め
た
が
'
そ
の
成
功
の
原
因
の
主
な
る
も
の
は
左
の
-
如
で
あ
る
.
即
ち
'
m
江

寧
願
の
土
地
陳
報
賀
茂
に
際
し
て
は
､

願
真
部

(国
展
某
の
其
務
蛸
嘩
税
関
)
及
び
各
停
射
鏑
山
各
級
峯
接
校
長
'
教
陣
貝
が
均
し
く

W
-∃
T<
Lr
,ー

･

=
女b
Jm
--∧f
u
1
,-
ー
≠
量

ノ
UJ-)
プ
JL
I
LL-
7そ
･r<-七モ
-
声
.ノV･Tg=n
7

､

ー

lL丘r相
杯
｢
Jr
止
hv
TT.丸和
確
⊥を
等
ルい,PJj｡-

/

…

'
1
1

望
を
懐
き
'
能
く
政
府
の
命
令
を
遵
守
し
た
る
こ
と
.
㈲
各
値
慣
長
と
郷
錦
長
の
努
力
'
協
力
を
得
､
ま
た
冬
照
の
工
作
人
月
の
共

同
努
力
を
得
た
る
こ
と
等
之
で
あ
る
｡

江
等
願
で
は
土
地
陳
報
の
完
成
に
よ
っ
て
'
地
祭
を
竜
理
し
た
る
後
'
夏
に
田
兜
の
徴
収
制
度
を
RLJの
如
-
改
耽
し
た
o

m

科
則

･
税
率
の
統

1

江
寧
腰
の
過
去
の
田
既
は
極
め
て
乱
雑
で
あ
っ
た
か
ら
'

1倍
鞭
津
を
粁
用
し
て
其
の
科
別
と
税
率

と
を
統

1
す
る
こ
と
1
し
た
｡
先
づ
第

1
に
原
征
の
銀
米
止
税
を

l
律
に
換
算
し
て
銀
元
を
H
て
計
昇
す
る
こ
と
1
し
.
常
二
に
柄

に
按
す
る
か
'
石
に
按
す
る
か
.
又
は
其
他
の
換
算
方
法
で
帯
征

(附
加
徴
収
す
る
)
せ
る
附
梢
は
.

1
印
に
之
を
改
め
て
勘
に
按
じ

支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
陳
報

第

7巻

七
七
九

第
川
班

1九

人を 以て隣邦を属 すときは, そ 一.T眺名 ･仕 F4'及び巽の賓訂に よっで代甥人
とな った嘩由等である.この際軸BWJ椋式 は前花の鮮紅省の もの に似てゐ
るが ,記入事項が一層詳細 とTi :,Ti5るD
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支
那
の
田
賦
&
1理
と
土
地
陳
朝

第

).巷

七
八
〇

第
EI班

二
〇

て
折
算
す
る
と
と
1
し
て
､
そ
の
帯
征
の
標
準
を
統

1
し
た
｡
第
三
に
各
科
則

(等
級
)
の
田
地
の
正
附
税
を
畝
に
按
じ
て
折
算
し
た

る
後
､
甚
助
徴
収
す
べ
き
正
附
税
総
額
の
大
小
に
腰
じ
て
'
従
前
に
於
け
る
金
原
の
四
十
飴
別
の
田
地
を

l
律
に
三
等
九
則
と
し
､

以
前
の
忙
銀

･
糟
米

.
語
調
及
び
各
則
田
地
の
名
目
を

1
律
に
取
消
し
た
｡
従
っ
て
江
寧
願
の
現
行
科
則

･
税
率
は
女
の
如
く
に
な

っ
た

(毎
畝
に
つ
き
元
を
以
て
示
す
)｡

∴｣

.

/.r

こ

.一

帯

臥

＼1

-

､′｣

＼
～

､
/

1

-

-

し
./-
-1

上

靴

申

削

下

郎

止

別

中

則

下

則

止

別

申

馴

rL
則

税

率

〇
･九
五

〇
･九
四

〇
･九
二

〇

･
七

八

〇

･
七

四

〇
二
ハ
五

〇

二

二

七

〇
二

六

〇
･C
三

助

征
冊

(徴
紺
簿
)
･
串
票

(約
枚
領
収
書
)
の
改
訂

江
寧
の
嘗
乗
の
田
賦
征
冊
及
び
串
票
は
凡
て
桂
根
(厭
の
撒
稚
所
)
に
於
て
編

琴

印
刷
'
保
管
せ
る
を
以
て
'
そ
の
冊
式
に
競

1
な
く

字
跡
が
陵
味
で
あ
-
.
紙
質
が
劣
-
且
つ
破
れ
易
い
｡
記
載
事
項
も
更

に
不
明
瞭
で
あ
る
b
陳
報
賓
施
複
は
征
冊
及
び
串
票
を
改
訂
し
'
簡
明
を
以
て
原
則
と
し
へ
制
定
す
べ
き
征
冊
及
び
串
項
に
封
し

て

は
.
努
め
て
確
葺
'
簡
明
を
期
し
た
｡

㈲

征
収
方
津
の
改
革

往
時
の
江
率
に
於
け
る
徴
税
上
の
積
弊
は
.
固
よ
-
冊
籍
の
散
夫
と
科
別
の
素
乱
と
に
あ
る
が
.
徴
収

方
法
の
錯
誤
も
ま
た
重
大
穣
解
の

l
で
あ
っ
た
｡
即
ち
晋
吏
の
占
め
る
中
間
の
魚
利
を
排
除
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
っ
た
か
ら
'
人

民
を
し
て
直
接
納
税
の
方
法
を
韓
ら
し
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
O
即
ち
二
十
二
年
九
月
十
五
日
よ
-
'
催
征
豪
の
私
収
'
代
完
の
慣

習
を

1
律
に
禁
止
し
'
そ
の
後
に
於
て
は
催
征
瞥
森
に
は
鐙
糧
の
代
収
を
許
さ
な
い
こ
と
1
し
'
更
に
左
の
如
-
積
趣
的
に
征
収
手

繰
を
改
革
し
て
'
人
民
の
納
税
に
傭
せ
し
め
た
｡

前iEJ論文.二九三頁,

前鴻書,一六頁｡



㈱

征
牧
機
関
及
び
人
点
の
峯
頓

菅
有
の
糧
槽
御
慶
は
田
購
素
乱
の
主
因
で
あ
っ

た
か
ら
-
之
を
改
革
し
'
田
既
糖
徴
収
廃
を

設
け
'

主
任

･
絶
稽
査
貞

･
督
征
貞

･
管
冊
貞

･
管
串
貞

･
収
税
貞
及
び
催
徴
員
を
置
き
'
之
を
収
税

･
管
冊
･
製
串
(領
収
書
蓉
布
)

の
三
部
に
分
も
'
相
互
に
牽
制
し
て
'
頼
封

(調
べ
合
は
す
)
す
る
に
便
せ
し
め
た
O

こ
の
練
磨
の
下
に
'
征
牧
分
虞
を
四
ヶ
所
に
置

い
て
人
民
の
約
祝
に
優
し
'
ま
た
以
前
の
梢
書

･
珊
書

･
財
督
及
び
催
更
等
の
役
貞
は
'
熊
選
の
上
'
之
を
新
制
度
中
に
収
容
す
る

こ
と
1
し
､
各
征
放
題
の
職
貞
に
封
し
て
は
'
従
卒
の
如
き
腐
敗
'
因
循
､
食
墨

(賄
賂
を
と
-
職
責
を
果
さ
ぬ
)
等
の
讃
智
を

一
掃
す

る
や
う
騨
格
に
訓
練
し
､
そ
の
職
青
を
明
か
に
し
て
'
能
率
の
向
上
を
釆
す
や
う
事
務
を
敏
棟
に
腐
理
せ
し
め
る
と
と
ゝ
し
潅
.

凧

徴

恨

簿

記

の

準

汀

徴
収
簡
記
を
壌
噸
L
t
収
税
月
に
は
硯
金
牧
人
と
現
金
支
出
と
を
正
確
に
記
帳
せ
し
め
､
管

暗
損
に
は

･石,
川
EP
J
一～
侶
∵

〉
IIv

て

預
LLT
時
は‥｢
避
･
即
祁
咋
前
部

･
新
和
が
鶴
f
選
一か(ElT<
し
て
.
之

ih
l割
即
す
る
こ
と
H
r1
/
一TI
詐
形
を
瀬

lI
rJ
t
一｢一円∵～
′
■王
J

か
ら
し
め
る
や
う
工
夫
し
た
O

㈲

催
徴
方
法
の
改
善

人
民
の
納
税
成
績
を
艮
-
す
る
た
め
'
先
づ
第

l
に
人
民
に
封
し
て
宣
億
'
諭
告
を
な
し
'
ま
た
各
業

戸
の
納
む
べ
き
税
額
を
明
示
す
る
こ
と
1
し
た
｡
弗
二
に
納
税
期
日
内
に
早
-
完
姉
せ
る
者
に
封
し
て
は
'
納
税
薪
の

1
割
を
軽
減

し
て
'
早
期
納
税
を
奨
励
し
'

7
ケ
月
以
上
三
ケ
月
以
下
'
節
税
期
に
遅
れ
た
者
に
封
し
て
は
'
毎
勘
に
つ
き
征
税
率
の

1
割
を
滞

邪
罰
金
と
し
て
徐
分
に
徴
収
し
.
三

ケ

月
以
上

滞納
せ
る
者
に

封
し
て
は
'

1
割
の
罰
金
の
外
に
､
滞
納
者
の
財
産
に
封
印
し
て
之

｣

を
差
押

へ
'
以
て
瞥
戒
を
輿
へ

るこ
と

ゝ

し
た

｡

か
-
し
て
田
鹿
の
徴
収
に
件
ふ
積
弊
を
除
去
し
､
納
税
の
成
績
も
著
し
く
向
上
し

た

｡

前掻,其寒竹.fI:寧蘭等答雨茸僚願悠梓田F郎 勺搾過,二 八二頁乃至二八五頁O
前瑞,哉蒙,江寧 自治案腐野田凱之過去琴∃在輿清爽,八〇頁.
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支
那
の
田
賦
整
鞄
と
土
地
麻
殻

第

1
巻

七
八
二

第
四
折

二
二

四

結

言

以
上
に
よ
っ
て
折
は
省
及
び
江
蘇
省
･PJ盗

賊
の
賓
報
せ
る
土
地
師
部
に
就
い
て
準

へ
.
夫
々
に

つ

き
其
の
威
厳
の
跡
を
尋
ね
た
.

江
畢
朋
の
土
地
朗
報
は
率
に
し
て
成
功
む
肯
け
た
が
.

そ
の
陳
報
方
汝
は
必
ず
し
も
高
全
の
も
の
で
は
な
い
｡

第

這

江
寧
牌
に

S
'げ
ろ
土
地
模
範
乞
た
る
t
.P
｡
性
好
け
JLTよ
､
T

llと
,=･下
士

h
l編
追
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
若
し
も
挙
荒

し

て

土

地
を

所

有
す
る

も

故

意

に
師
範
を
な
さ
ざ
る
も
の
･
若
-
は
不
注
欝
よ
り
陳

報
車

息
る
も
の
が
あ
る
町

政
府
と
し
て
は
之
を
調
査
す
べ
き
方
票

-

｡
故
に
陳
報
の
茸
準

と
同
時
に
省
願
政
府
に
於
て
荒

の
略
鳳
又
は
地
籍
簿
を
縞
宜
し
.
之
と
#
,王
提
出
の
既
報
畢
と
を
封
照
し
て
､
未
報
告
の
近
地
(
表

地
)
を
直
ち
に
費
見
し
･
柴
主

｢ノ

の
隠
匿
を
防
止
す
る
方
汝
を
講
じ
置
-
こ
と
が
必
要
で
あ
sS
o
第
二
に
単
な
る
土
地
陳
報
の
み
で
は
･
業
主
の
記
載
せ
る
土
塊
面
積

が
-E
確
な
り
や
否
や
を
政
府
に
於
て
調
査
す
べ
き
方
港
が
無
い
｡
故
に
政
府
に
於
て
地
籍
略
園
又
は
地
籍
籍
を
作
成
し
,

義

(盟

っ
か
の
誓

去

る
遠

望

の
面
積
さ
へ
調
査
し
て
置
-
な
ら
ば
二

駐
在
の
面
積
は
測
定
し
置
か
す
と
も
･

1
段
の
面
積
と
其
の

段
内
に
於
け
る
翠

玉
中
骨
の
各
虻
面
積
の
統
計
と
を
比
較
す
る
と
と
に
rLi
つ
て
'
翠

玉
中
骨
面
積
の
正
確
で
あ
る
か
香
か
ゞ
i(
倦
判

明
す
る
O
同
面
積
の
間
に
大
い
な
る
剛
酷
の
あ
る
と
き
は
､

其
の
段
内
に
於
て
普
塞

(全
部
調
査
)
叉
は
抽
査

(部
牙
調
査
)
を
行
ひ
,

陳
報
面
積
の
誤
-
を
修
正
す
る
こ
と
が
出
祈
る
｡
第
三
に
江
寧
麻
の
土
地
快
報
が
成
功
し
た
と
言
ふ
も
の
!
･
其
の
教
具
を
武
久
把

維
持
し
得
る
や
香
や
が
疑
ほ
し
い
｡
蓋
し
土
地
陳
報
に
よ
っ
て
清
冊
を
絹
達
す
る
も
･
後
日
近
地
に
分
合
が
起
-
､
地
目
に
撃
更
を

来
す
も
'
之
に
虞
す
る
術
な
き
を
以
て
'
清
冊
が
管
板
に
副
は
ざ
る
こ
と
1
な
-
'
従
っ
て
粉
乳
を
醸
す
こ

と
去

る
｡
故
に
旺
形

省儲 政府が土地の清丈その他の土地雫棚を行はずして,輔形の略取又は地
籍簿を能 く編査 し得 るや否やが'疑問である. この際, 1:地の清丈57.は土地
茸側を行ふことゝなれば, それは既に地籍整理 に閲 す･:.お標の方浩を超え
て冶本の方法に入つI:ことゝなる｡
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葺
園

(梢
形
の
原
撃

を
作
成
し
置
き
.

土
地
の
坐
薄
は
園
に
つ
い
て
之
を
索
め
得
る
こ
と
1
し
.
旋
雅
の
分
合

･
碓
目
の
壁
更
あ
る

も
'
直
ち
に
之
を
解
決
し
得
る
こ
と
1
す
る
か
'
若
し
く
は
推
収
制
度
を
確
立
し
て
'
土
地
の
移
韓
に
伴
ふ
菜
主
の
名
義
書
換
を
正

確
に
行
払
'
以
て
清
冊
の
締
菅
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

民
些

宇

三
年
五
月
の
第
二
攻
牟
圃
財
政
合
議
に
於
て
は
'
右
の
諸
鮎
が
考
慮
さ
れ
､
醇
理
土
地
陳
報
朋
要
三
十
五
候
が
可
決
さ

れ
た
e
と
の
綱
要
に
よ
れ
ば
､
･H
瑚
陳
報
の
方
式
は
'
川
冊
書
の
縞
査
､
何
葦
戸
の
陳
報
t
e?7
郷
鋸
長
の
昧
報
'
仰
審
核

･
復
査
或

は
拍
丈
.
仲
原
府
の
公
号

㈲
徴
冊
の
編
達

･
土
地
菅
栄
執
照
の
獲
給
､
何
科
別
の
改
訂
の
順
序
を
探
る
こ
と
1
な
っ
た
｡
.LJ
の
方

式
に
従
っ
て
土
地
眺
戦
を
･'h
l搬
し
て
成
功
を
叫
め
た
も
の
に
F
江
蘇
省
請
願
'
安
機
省
常
塗
願
'
河
南
省
陳
腐
等
が
あ
る
が
'
此
等

ノヽ
者ヨ
之
;
ノヽ
]一杜
1.…如＼･･9ヽ

l
)
ヽ
.

♂二
､.が
娼
♂
71
-.q7r･
捗
讃
代
/
･.>
て
114
刊
目
･b,棋
眉
に
之
を
二謬
N
こ
JJ
1
す
る
G

支
那
の
田
賦
整
理
と
土
地
悌
報

第

1
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八
三
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四
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二
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